
（ ）事例 小学校生活科 岐阜地区 Ｎ小学校
１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第２学年

学習指導要領 （３ （５ （７）） ）

単 元 名 「大きく 大きく 大きくなったね」 （全１５時間）

単 元 目 標 ○地域の名人先生に親しみをもってかかわり、自分の生活を広げ、豊かに
することができる。また大きく育ったさつまいもに関心をもち、大切に
扱いながら、収穫の喜び、お世話になった人々への感謝の気持ちを込め
て、会を計画し、名人先生とかかわりを深めることができる。

（生活への関心・意欲・態度）

○地域の名人先生に話を聞いたり教えていただいたりして、地域の人と適
切にかかわることができる。また、世話の苦労や工夫、収穫の喜びや感
謝の気持ちを表した楽しむ会を考え、自分たちの生活を工夫したり楽し
くしたりできる。 （活動や体験についての思考・表現）
○地域には素晴らしい知恵をもった人がたくさんいて、上手に接して生活
すると楽しいことに気付くことができる。また、さつまいもの成長や季
節の変化に気付き、上手に世話ができるようになったことに気付くこと
ができる。 （身近な環境や自分についての気付き）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫
○単元指導計画作成上の工夫
・春に、さつまいもの苗を植える活動を行ったときに教えていただいた
地域先生とのかかわりを繰り返し、身近な人々への適切なかかわり方
を身に付けさせ、身近な人々とのかかわりがより深まるように、児童
の思いや願いが発展していくよう単元の指導計画を立案する。
・収穫できた喜びから、自分ががんばって世話をしたことやお世話にな
った方々への感謝の気持ちを育んでいく。その過程において、思いを
ふくらませ、ふれあいの会を自分たちで企画、実行していくよう単元
を仕組む。
・収穫できた喜びや、調理できた喜びを身近な人々に伝える場の設定を
することで、児童が自分自身の成長に気付くようにする。

○単位時間における工夫
・個に応じた学習指導を充実し基礎的・基本的な内容の確実な定着を促
すために、児童相互がかかわり合う状況を以下の点に留意して構成す
る。
①児童の実態を考えた活動グループの構成
②学習過程での情報交換の場の設定
・地域先生に活動を援助してもらう場面では、児童からかかわりがもて
るようにするために、かかわり方の方向性を示したり、地域先生と指
導の構えについて十分な打ち合わせをしたりする。

○教師の指導・援助とねらいの明確化
・児童一人一人の学習過程が見届けられるように学習集団の規模と活動
内容の種類に留意し指導にあたる。またじっくりと対象とかかわるこ
とのできる時間と場の設定など、児童の活動を支える環境構成を工夫
したり、地域先生の適切な助言が得られるようにしたりする。

参 考 資 料



２ 単元の評価規準
【学習指導要領の内容】 （３ 「地域と生活」）
自分たちの生活は地域の人々や様々な場所とかかわっていることが分かり、それらに親しみ
をもち、人々と適切に接することや安全に生活することができるようにする。

【学習指導要領の内容】 （５ 「季節の変化と生活」）
身近な自然を観察したり、季節や地域の行事にかかわる活動を行ったりして、四季の変化や
季節によって生活の様子が変わることに気付き、自分たちの生活を工夫したり楽しくしたりで
きるようにする。

【学習指導要領の内容】 （７ 「動植物の飼育・栽培」）
動物を飼ったり植物を育てたりして、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもち、
、 、 、また それらは生命をもっていることや成長していることに気付き 生き物への親しみをもち

大切にすることができるようにする。

ア生活への関心･意欲･態度 イ活動や体験についての ウ身近な環境や自分に
思考・表現 ついての気付き

内ご 地域の人々や様々な場所に 地域の人々や様々な場所と 自分たちの生活は、地域の
容と 親しみをもってかかわり、 適切にかかわることや、安 人々や様々な場所とかかわ
のの 自分の生活を広げようとし 全に生活することについて りをもっていることが分か
ま評 ている。 考え、それを表現すること っている。
と価 ができる。
ま規
り準
（ ）３

内ご 身近な自然を観察したり季 四季の変化や季節に応じて 四季の変化や季節によって、
容と 節や地域の行事にかかわる 自分たちの生活を工夫した 生活の様子が変わることに
のの 活動をしたりしようとして り楽しくしたりできる。 気付いている。
ま評 いる。
と価
ま規
り準
（ ）５

内ご 生き物やそれらの育つ場所 工夫して動物を飼ったり植 動植物は生命をもっている、
容と 変化や成長の様子に関心を 物を育てたりするとともに ことや成長していること、、
のの もち、親しんだり大切にし 世話をしたことや、生き物 動植物の世話の仕方などに
ま評 たりしようとしている。 のことなどについて表現す 気付いている。
と価 ることができる。
ま規
り準
（ ）７

・地域の名人先生に親しみ ・地域の名人先生に話を聞 ・地域には素晴らしい知恵
単 をもってかかわり、自分 いたり教えていただいた をもった人がたくさんい
元 の生活を広げ、豊かにし りして、地域の人と適切 て、上手に接して生活す
の ようとしている。 にかかわることができる ると楽しいことに気付い。
評 ・収穫の喜び、お世話にな ・収穫の喜びや感謝の気持 ている。
価 った人々への感謝の気持 ちを表した楽しむ会を考 ・さつまいもの成長の様子
規 ちを込めて、楽しむ会を え、自分たちの生活を工 や季節の変化に気付いて
準 計画し、名人先生とかか 夫したり楽しくしたりで いる。

わりを深めようとしてい きる。 ・さつまいもへの親しみが
る。 ・世話の苦労や工夫、収穫 増し、上手に世話ができ



・大きく育ったさつまいも して感じたこと等を表現 るようになったことに気
に関心をもち、大切に扱 することができる。 付いている。
おうとしている。

①育ててきたさつまいもが ①いもを傷つけないように ①いもを掘る活動を通して
どうなっているかに関心 ほりかたを考えながら収 春や夏の様子との違いに
を寄せながら、ていねい 穫することができる。 気付いている。
に掘っている。

活 ②収穫してうれしかったこ ②さつまいもの料理の仕方
動 ②収穫したさつまいもで、 と、気付いたことなどを や、人々の生活とさつま
内 楽しむ会を考えようとす 話すことができる。 いもとのかかわりには、
容 る。 いろいろあることに気付
に ③収穫してうれしかったこ いている。
お ③調べたことをもとに、意 とや収穫できたさつまい
け 欲的に料理の計画を立て ものことを絵や文で表す ③できるようになったこと
る ている。 ことができる。 がんばったことなど、自
評 分のよさに気付いてい
価 ④地域の名人先生やお世話 ④楽しむ会を考え、工夫し る。
規 になった方とかかわりを て計画を立てることがで
準 深め、さらに生活を豊か きる。 ④地域の名人先生などに伝

にしようとしている。 えたいことをまとめる活
⑤自分が家で聞いてきたこ 動を通して、育てたり、

⑤これまでお世話になった となどと結びつけながら 料理したりする中ででき
人への感謝の気持ちをも さつまいも先生に進んで ることが増えたことを実
って招待状を作ろうとす かかわりながら、調理を 感する。
る。 しようとしている。

⑤お世話になった方のこと
⑥お世話になった方と楽し ⑥お迎えする地域の人に応 を考えながら、上手に接
んで会話をしながら活動 じて、伝える内容や方法 すると、新しく知ること
しようとしている。 を工夫することができる が増え、さらに楽しくな。

ることに気付いている。
⑦さつまいもの世話をがん
ばったこと、分かったこ ⑥さつまいもを育てる苦労
と、うれしかったこと、 や楽しみ、地域の方の素
感謝の気持ちを招待状に 晴らしさに気付いてい
表すことができる。 る。

⑧お世話になった方にがん ⑦育てたり、料理したりす
ばったこと、できるよう る中でできることが増え
になったことを工夫して た自分に気付く。
話したり、楽しんでもら
えるように適切に接した
りすることができる。

⑨地域の方にかかわれた自
分のよさなどを言葉や絵
で分かりやすくまとめる
ことができる。



３ 指導と評価の計画（全１５時間）

時 ね ら い
学 習 活 動 評価規準と評価方法 指導・援助（記号 ： の） 10

視点

１ さつまいもを収 ・育ててきたさつまいもがどうなっているかに関心 ・掘り方を事前に調べて
２ 穫し、さつまい 大切に育ててきたさつまいもがどう を寄せながら、ていねいに掘っている。 くるなどして、収穫へ
３ もの大きさやつ なっているか見付けながら収穫しよ ＜ア－①＞（行動観察・つぶやき） の期待をもたせる。

るの長さを調べ う。 ・いもを傷つけないようにほりかたを考えながら収 ・児童が掘る様子を見届
る活動を通して 穫することができる。 け、さつまいもに親し
収穫を喜び合う １．さつまいもを傷つけないようにて ＜イ－①＞（行動観察・発表の内容） みをもって活動する姿
ことができる。 いねいに収穫する。 を取り上げ、その思い

（カ） ２．収穫したさつまいもを見せ合い、 を引き出し、価値付け
大きさや形の特徴について交流す 広めていく。
る。 ・いもを掘る活動を通して春や夏の様子との違いに ・ さつまいもさんにな「

３．収穫したさつまいもの重さを比べ 気付いている。 ってお話しよう」と投
たり、つるの長さを比べたりする。 ＜ウ－①＞（つぶやき・発表の内容） げかけ、その中で季節

４．つるや、道具の片づけをする。 の変化に気付いている
５ 収穫でがんばったことを交流する 児童のつぶやきを価値． 。

付ける。
・収穫してうれしかったこと、気付いたことなどを
話すことができる。

＜イ－②＞ （発表の内容）

４ 収穫の様子を絵 ・収穫したさつまいもで、楽しむ会を考えようとす ・単なるお楽しみ会にな
や文で表し、収 収穫したさつまいもで、発見したこ る。 らないように、工夫し
穫を祝う会への とを交流し合い、収穫のお祝いをし ＜ア－②＞（つぶやき・発言の内容） て育てたり、がんばっ
願いをもつこと よう。 て世話をしたりしたこ
ができる。 とと収穫できたことと

オ １．収穫の様子を絵や文で表す。 を結びつけて、どんな（ ）
２．収穫したさつまいもで、どんなお 会にすると相応しいか
祝いの会ができるか話し合う。 考えさせる。

３ さつまいもを育てることを通して ・収穫してうれしかったことや収穫できたさつまい ・常に、さつまいもと自． 、
できるようになったことや、お世話 ものことを絵や文で表すことができる。 分とのかかわりで考え
になった地域の人に感謝の気持ちを ＜イ－③＞（作品） るように問いかけをす
表す会にすることを確かめ合う。 る。

、５ 収穫したさつま １．さつまいもの料理について話し合 ・調べたことをもとに、意欲的に料理の計画を立て ・家で聞いてきたことや
６ いもの料理の仕 う。 ている。 教師が準備した本など

方を考えたり調 ＜ア－③＞ グループでの話し合いの内容 を活用するよう助言す（ ）
べたりしながら みんなで楽しく、安全にできるさつ る。、
喜び合う会を作 まいも料理の計画を立てよう。 ・楽しむ会を考え、工夫して計画を立てることがで ・さつまいもの料理の写
ろうという意欲 きる。 真を準備し、必要に応
を高めることが ２．これまでの経験を生かしてさつま ＜イ－④＞（グループでの話し合いの内容） じて提示する。
できる。 いもの食べ方を工夫する。

エ ３．作るもの別のチームを決めて、必 ・さつまいもの料理の仕方や、人々の生活とさつま ・調べ学習での児童の実（ ）
要な材料や手順を考えたり調べたり いもとのかかわりには、いろいろあることに気付 態を事前に把握してお
する。 いている。 き、料理の仕方だけで

＜ウ－②＞ （振り返りの内容） なく、人々の生活とさ
つまいもとのかかわり



について調べてきた児
童の話を広める。

７ 「さつまいも先
８ 生」に教えても 協力して、自分たちの立てためあて ・自分が家で聞いてきたことなどと結びつけながら ・さつまいも先生とのか
９ らいながら、安 に沿ってさつまいものおやつ作りを さつまいも先生に進んでかかわりながら、調理を かわりのよさに気付く

全に気をつけ、 しよう。 しようとしている。 よう価値付ける。
おやつ作りに取 ＜イ－⑤＞（行動観察・つぶやき） ・事前に調べ学習につい
り組むことがで １．さつまいもをていねいに水洗いす て把握しておき、さつ
きる。 る。 まいも先生に尋ねるよ

（イ （コ） ２ 「蒸し器 「オーブントースター」 うに促す。） ． 」
「フライパン」など必要な道具をそ ・児童に任せること、地
ろえる。 域の先生にやっていた

３．めあて、手順、道具類の確認をす だくこと、児童に援助
る。 していただくこと、児

４．計画にしたがって、おやつ作りを ・できるようになったこと、がんばったことなど、 童のよさを見付けて認
する。 自分のよさに気付いている めていただくことなど

５．さつまいもの世話やおやつ作りで ＜ウ－③＞ つぶやき・発言の内容 を事前の打ち合わせで（ ）
がんばったことを交流しながらチー 明確にしておく。
ムごとにおやつを味わう。

６．できるようになったこと、がんば ※安全面での配慮を徹底
ったことを交流する。 する。

、10 お世話になった ・地域の名人先生やお世話になった方とかかわりを ・誰を招待するとよいか
人に、世話をが お世話になった地域の人たちに、 深め、さらに生活を豊かにしようとしている。 生活科の学習と自分と

本 んばったことや 「大きくなったよ。ありがとう 」 ＜ア－④＞（発言・表情） のかかわりの中で、名。
時 収穫の喜び、感 を伝える会を開く準備をしよう。 前を具体的に挙げなが

謝の気持ちが伝 ら話し合うことを通し
わるよう工夫し １．育てたり調理をしたりして、うれ て、会の内容に発展す
て楽しい会の準 しかったこと、がんばったことを交 るように援助する。
備をすることが 流し合う。 ・お迎えする地域の人に応じて、伝える内容や方法 ・生活科ファイルで振り
できる。 ２．どんな目的の会にするのか、その を工夫することができる。 返らせたり、教室掲示11

） 、（エ （コ） ための会の内容について話し合う。 ＜イ－⑥＞（発言・話し合い・作品） などを利用したりして
３．グループごとに計画を立てる。 これまでの歩みを振り
４．グループごとに活動に必要な道具 返る援助をする。
を準備したり、自分で決めた活動を ・教師がお客さんの立場
したりする。 になって聞きながら、

５．グループごとに、お客さんにがん 工夫する点に気付かせ
ばったことや、できるようになった たり、相手意識をもた

。こと、さつまいもの世話をしていて せたりする援助を行う
気が付いたことなどが伝わるように ・地域の名人先生などに伝えたいことをまとめる活 ・できるようになったこ
工夫しながら準備する。 動を通して、育てたり、料理したりする中ででき と、がんばってうれし

６．今日の活動でがんばったことや工 ることが増えたことを実感する。 かったことなど、児童
夫したことを全体で交流する。 ＜ウ－④＞（つぶやき・行動・作品） に問い返したり、児童

の発表などから、気付
きの自覚化を促したり
する。

お世話になった ・これまでお世話になった人への感謝の気持ちをも ・さつまいもの世話と、12
人に、伝えたい お世話になった人が、喜んでくださ って招待状を作ろうとする。 お世話になった方との



気持ちが伝わる るような招待状を作ろう。 ＜ア－⑤＞（行動観察・招待状） かかわりを具体的に想
よう工夫して招 起させる。
待状を書くこと １．どんな内容で、どんな招待状を作 ・さつまいもの世話をがんばったこと、分かったこ ・招待する人のことを考
ができる。 るか話し合う。 と、うれしかったこと、感謝の気持ちを招待状に えて話し合ったり活動

イ オ ２．役割を分担しながら活動する。 表すことができる。 したりしている児童を（ ）（ ）
３．がんばったこと、楽しみなことを ＜イ－⑦＞（発言・招待状） 認め広める。
交流する。

お世話になった ・お世話になった方と楽しんで会話をしながら活動 ・ さつまいも先生」に13 「
人を招待し、こ できたことやがんばったこと、嬉し をしようとしている。 教えていただいたこと14
れまでがんばっ かったことを伝えるお祝いの会を開 ＜ア－⑥＞（行動観察・表情） を思い出しながら活動
てきたことやで こう。 している児童を認め広
きるようになっ める。
てうれしかった １．自分たちで準備をする。 ・お世話になった方にがんばったこと、できるよう ・招待した方へのかかわ
こと、分かった ２．自分たちで考えたプログラムにし になったことを工夫して話したり、楽しんでもら り方のよさを広める。
ことを地域の方 たがってパーテイを進める。 えるように適切に接したりすることができる。
に伝え、感謝の ３．自分たちががんばったことを交流 ＜イ－⑧＞（行動観察）
気持ちを込めて する。
接することがで ４．お客さんの感想を聞く。 ・お世話になった方のことを考えながら、上手に接 ・児童のそれぞれのよさ
きる。 ５．後かたづけをする。 すると、新しく知ることが増え、さらに楽しくな を地域の方からも話し

イ ケ ることに気付いている。 ていただけるように事（ ）（ ）
＜ウ－⑤＞（発言・ふりかえりカード） 前に打ち合わせをして

おく。
（本時のねらいに即した
点でのよい姿は必ず評
価していただくように
する ）。

これまでの学習 ・地域の方にかかわれた自分のよさなどを言葉や絵15
を振り返り、さ さつまいものことを で分かりやすくまとめることができる。
つまいもを育て 新聞にまとめよう ＜イ－⑨＞（発言・作品）
て調理したり、 ・さつまいもを育てる苦労や楽しみ、地域の方の素 ・教室の活動の足跡の掲
お礼の会を思い １．今までの活動でがんばったこと、 晴らしさに気付いている。 示、各自の生活科ファ
出しながら「さ うれしかったこと、できるようにな ＜ウ－⑥＞（発言・作品） イルなどを利用して、
つまいも新聞」 ったこと、気付いたことを発表し合 苗植えのことから振り
にがんばったこ う。 返るよう援助する。
と、分かったこ ２．今までの学習カードを使いながら ・育てたり、料理したりする中でできることが増え ・自分でできるようにな
と、うれしかっ 「さつまいも新聞」にまとめる。 た自分に気付く。 ったことが増えたこと
たことなどをま ＜ウ－⑦＞（発言・作品） を実感としてとらえ、
とめることがで 自信と意欲につなげら
きる。 れるよう、事前に一人

オ ケ 一人の児童の成長を明（ ）（ ）
確にしておき、気付き
の自覚化を促す価値付
けをする。



４ 単位時間の展開例
（１）本時のねらい お世話になった人に、さつまいもの世話をがんばったことや収穫の喜び、感謝の気持ちが伝わるよう工夫して楽しい会の準備

をすることを通して、自分ができるようになったことが増えたことを実感する。
（２）本時の位置

０ ／ １５ 時1
（３）展開案

学 習 活 動 評価規準と評価方法について 指導・援助過程
・評価の視点 （ ）評価方法

つ １．おいもを育ててきたことや、お料理をしてがんばった ・できるようになったこと、がんば
か こと、うれしかったことを発表する。 ってうれしかったことなど、児童
む ・草抜きをがんばったから、栄養がたくさん詰まったお の思いを引き出していく。また、

芋を作ることができたよ。 前時までの生活科ファイルの記録
、 。・お料理ではさつまいも先生に教えてもらいながら、自 から 児童の実態を把握しておく

分で作ることができたよ。

２．本時のめあてを確認する。

／ お世話になったちいきの人たちに 「大きくなったよ。、
ありがとう 」を伝える会を開くじゅんびをしよう。。

３．お世話になった人を確認する。 □関心・意欲・態度＜ア－④＞ ・誰を招待するとよいか、生活科の
活 ・苗の植え方を教えてもらった○○さんを呼びたいな。 地域の名人先生やお世話になった方 学習と自分とのかかわりの中で、
動 ・蔓返しのことを教えてもらった○○さんを呼びたいな とかかわりを深め、さらに生活を豊 名前を具体的に挙げながら話し合。
す ・干しいもの作り方や、蔓のお料理をしてくれた○○さ かにしようとしている。 うことを通して、会の内容に発展
る んに来てもらいたいな。 （発言・表情） するように援助する。

、・生活科ファイルで振り返らせたり
４．お世話になった人たちにありがとうを伝える方法を考 教室掲示などを利用したりして、
える。 これまでの歩みを振り返って相手
・お料理したものを食べてもらいたい。 意識をもてるように援助する。
・お礼の歌を歌いたい。
・できるようになったことがんばったことを伝えたい。

５．できるようになったこと、がんばってうれしかったこ □思考・表現＜イ－⑥＞ ・ファイル、計画カードの活用によ
と、世話をしていて気付いたことなどを伝える準備をし お迎えする地域の人に応じて、伝え って、伝えたい人、内容と方法を
よう。 る内容や方法を工夫することができ 考えこれからの活動に見通しがも

＜植え方＞ ・植え方の名前を使って説明できるよう る。 てるようにする。
にするよ。 （発言・話し合い・作品） ・自分とさつまいも、自分とお世話

・お芋の苗は色画用紙を使って作ろう。 ・教えていただいた内容と自分の成 になった地域の人とのかかわりが
・うねは段ボールで作ればいいかな。 長とを結びつけて伝える内容や方 具体的に明確になるよう問い返す

法を考えている。 など助言する。
＜ほしいも＞ ・おいもの干し方をやってみせたいな。 ・教えていただいたことから、自分 ・教師がお客さんの立場になって聞

・ほしいもをどれくらい焼けばおいしく のさつまいもの世話が変わったこ きながら、工夫する点に気付かせ
食べられるか試してみたいな。 と、がんばったことを伝えようと たり、相手意識をもたせたりする

している。 援助を行う。
＜水やり＞ ・さつまいもをお世話したときの様子を ・お世話になった方との今までのか

／ 絵にして見てもらいたい。 かわりの深さで、相手の方の特徴
など意識して活動している。

＜お料理＞ ・レシピを分かりやすく書きたいな。



振 ・作り方を紙芝居にしたいな。 □気付き＜ウ－④＞ ・できるようになったこと、がんば
り 地域の名人先生などに伝えたいこと ってうれしかったことなど、児童
返 ５．活動を振り返り、カードに書く。 をまとめる活動を通して 育てたり に問い返したり、児童の発表など、 、
る ・次やりたいことを記述する。 料理したりする中でできることが増 から、気付きの自覚化を促したり

・活動をふりかえり、自己評価する。 えたことを実感する。 する。
（つぶやき・行動・作品）

６．今日の活動でがんばれたことや工夫したことを全体で ・自慢したいこととして話してい
交流する。 る。

・友だちからもできるようになっ
たことを認めてもらい、喜んで
いる。

環境構成
・活動に適切な広さの空間の設定
・活動場所と気付いたことをメモ
する場所の設定の工夫

※安全面での配慮の徹底
（特に火傷に注意する）



５ 評価の実際と個に応じた指導事例
□本時重点的に取り上げた評価規準と評価の方法、児童の実際の姿

本 □活動や体験についての思考・表現 □身近な環境や自分についての気付き
時 評 ＜イ－⑥＞ ＜ウ－④＞
重 価 お迎えする地域の人に応じて、伝える内 地域の名人先生などに伝えたいことをま
点 規 容や方法を工夫することができる。 とめる活動を通して、育てたり、料理し
的 準 たりする中でできることが増えたことを
に （発言・話し合い・作品） 実感する。
取 評 （つぶやき・行動・作品）
り 価
上 方
げ 法
た

「おおむね満足できる」状況 ⇒ Ｂ
評 ・教えていただいた内容と自分の成長とを ・自慢したいこととして話している。
価 結びつけて伝える内容や方法を考えてい ・友だちからもできるようになったことを
の る。 認めてもらい、喜んでいる。
視 ・教えていただいたことから、自分のさつ
点 まいもの世話が変わったこと、がんばっ

たことを伝えようとしている。
・お世話になった方との今までのかかわり
の深さで、相手の方の特徴など意識して
活動している。

児 ・サツマイモ先生に教えてもらった苗を寝 ・私のおばあちゃんは歯が弱いと言ってい
童 かせる船底植えをやって見せたいな。 たので、柔らかいいもにすると喜んで食
の 色画用紙を使って畑や苗を作ろう。 べてもらえると思ったので、オーブンでA
実 ・干し芋は昔、保存食で大切だったという どれくらい焼くと柔らかくなるか順番に
際 ことを教えてもらったから、そのことを 試してみたら、１分は少し硬くて、２分
の みんなに教えたい。 は○○で、３分は・・・。竹串でさしてB
姿 ・夏休みに汗だくになって、水やりをがん 確かめたけど２分がいいと思ったので、

ばったことを伝えたいな。 会の時には、２分間焼くよ。B
・サツマイモが大きくなる様子を人形劇で 順に時間を追って焼いていったこと、発
やってみたいな。 見したことを自慢げに話していた。B

A・おいしい干し芋を食べてもらうために、
どれだけ焼いたらいいか試してみる。

B
・干し芋の作り方をお話しするよ。竹串を
使って柔らかくなっているか調べられる
ことや、同じ大きさに切ると干すのに便
利だったことを初めて知ったからそのこ
とを伝えたい。
（さつまいもの絵を描き、そこに竹串で

A穴を開けて通すようにしている ）。

□「おおむね満足できる」状況に達していないと判断した児童の姿と指導・援助、その後の
変容

この間、おじいさんに戦争中、田舎に疎開をしていて、その時の食べ物はさつまいもばかりだ
ったと聞きました。僕は、お肉が大好きなのでその頃だったら食べられなかったから、そのこ
とを絵と文で伝えたい。

歴史マンガの本を準備、疎開の状況のイラストを見て、ずっと疎開の絵を描いている。
この児童にとっては、そのことが自分の中で価値あることだったといえよう。しかし、



田舎へ疎開していた様子のみで終始してしまいそうであったため、Ｃと判断。

教師の指導・援助
おじいさんの話を聞いて、その時どう思ったの？
前の生活科ファイルを開いてみようか。
その時の活動のノートを開き、一緒に書かれていることを読む。

＜授業の終末時の姿＞

疎開の状況の絵を描くことを一気に済ませ、戦争中は、さつまいもがとっても大事な食べ物だ
と教えてもらってびっくりしたよ。僕は大好きな肉が食べられなくていやだな。あんまりおい

⇒ Ｂと判断もが好きじゃなかったけれど、大切にしないといけない。


